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[デジタルタイマー] 

水耕栽培装置の製作 

 

 

１．目的 

屋内での自動で植物を栽培できる装置の作成 

 

２．使用機器、材料 

[栽培装置] 

・折り畳み式木、スクエア収納ボックス、スクエア収納ボックス用フタ、VPパイプ 給水用、 

Oリング、TS継手給水栓ソッケト、TS継手エルボ、TS継手バルブソケット、アルミホイル、 

コンパクトオン 600、水耕栽培ポット、植物育成ライト、ホース、Tetraミニヒーター 

 

    [デジタルタイマー] 

・ケース、ACインレット、ヒューズ、コンセント、ACコード、工作用 コード 

ソリッド・ステート・リレー キット、はんだ 

・Raspberry Pi Zero W 

 

３．製作内容 

(1) 栽培装置の製作 

① 容器に穴を開けます。同じ大きさの筒状の金型をコンロで熱し[1]、 

   溶かして円形に抜きます[2.3]｡ 

           

 

② パイプを容器に取り付けます。 

この時に Oリング付けておきます[4]。 

③ LED照明とポンプを設置します。  

④ 容器に実際に水を入れ、 

試運転をします[5]。 

 

 (2) デジタルタイマーの製作 

① ケースに ACインレットとコンセントに 

  合わせて穴を開けます。 

② 部品を組み立てます。 

    

 



[2週間] 

 

[使用したプログラム] 

[1か月] 

 

[2か月] 

 

(3) Raspberry Pi の設定 

① Raspberry Pi OSをインストールします。 

② 「Thonny Python IDE」を使用し、 

サンプルプログラムを実行します。  

③ エラー箇所の修正を行います。 

④ (2)作成した装置で試運転をします。 

 

４．研究成果 

    

   

 

５．まとめ・感想 

 最初は LEDライトに水を循環させるポンプをつけるものにしようと思いましたが、種の植え付けを

し、発芽はしたのですが枯れてしまった為、水位に問題があると考え、水位の調節を行いました。 

 また水を無限に循環させるのは現実的でないと考え、ポンプに時間の制御ができるようにし、１時

間に一回動かすようにしました。ライトも朝６時から夜の６時までつくようにデジタルタイマーを作

成しました。 

 再度植物の栽培を試みたのですが、季節が冬になっていた為、気温が低すぎてうまく育ちませんで

した。そこで容器にアルミホイルを貼り付け、水温の安定化並びに遮光対策を行い、また水温が２６

度になるヒーターを取り付け、ビニールを取り付ける事で温度を保つ事ができました。 

 苦労したことはラズパイをショートさせてデータを破損させたりして、何度もやり直しをしたり、

問題があった点の改良を考えなければいけなかったことです。 

 

６．今後の課題 

今回植物を栽培することには成功しましたが、使用したスポンジが固く発芽がし難いように思われ

たので、スポンジの種類を考えたいと思います。またスマートフォンやパソコンから点灯時間やポン

プの稼働時間の変更を行えるようにし、操作の簡略化を出来るようにしたいと思います。 

温度や湿度のデータを取得できるようにし、育成をする植物に適した環境を作れるようにしたい 

と思います。 
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